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令和８年熊本地震による災害についての特定非常災害及びこれに対し 

適用すべき措置の指定に関する政令等について 

 

 

特定非常災害の被害者の権利利益の保全等を図るための特別措置に関する法

律（平成８年法律第85号。以下「法」という。）第３条第１項及び第２項の規

定により、特定非常災害の被害者の権利利益であって、その存続期間が特定非

常災害の発生日以後に満了するものについては、告示で定めるところにより、

当該権利利益に係る満了日を延長する措置をとることができるものとされてい

ます。 

今般、「令和８年熊本地震による災害についての特定非常災害及びこれに対

し適用すべき措置の指定に関する政令」（令和８年政令第260号）により、令和

８年熊本地震（以下「当該災害」という。）が特定非常災害に指定されるとと

もに、法第３条第２項の規定に基づき、「特定非常災害の被害者の権利利益の

保全等を図るための特別措置に関する法律第三条第二項の規定に基づき同条第

一項の特定権利利益に係る期間の延長に関し当該延長後の満了日を令和九年一

月二十七日とする措置を指定する件」（令和８年こども家庭庁・厚生労働省告

示第８号）及び「特定非常災害の被害者の権利利益の保全等を図るための特別

措置に関する法律第三条第二項の規定に基づき同条第一項の特定権利利益に係

る期間の延長に関し当該延長後の満了日を令和九年一月二十七日とする措置を



指定する件」（令和８年厚生労働省告示第324号）により、障害保健福祉関係の

一定の権利利益に関する満了日について、当該災害の被害者による延長の申出

を必要とせずに、一律に令和９年１月27日まで延長する措置を講ずることとし

ました。 

また、法第４条第２項に基づき、法令上の義務が期限内に履行されなかった

場合であっても、令和８年11月27日までに履行された場合には、行政上及び刑

事上の責任を免除する措置も併せて講じられます。 

これに伴う障害保健福祉に関する法令の運用における留意点等は下記のとお

りとなりますので、御了知の上、管内市町村、障害福祉サービス等事業者、医

療機関等への周知をよろしくお願いいたします。 

 

 

記 

 

 

第１ 満了日の延長を行った権利利益  

 

１ 満了日を延長した権利利益については、別添１及び別添２のとおりであ

り、そのうち障害保健福祉に関する権利利益の延長を行ったものは次のと

おりである。 

（１）精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（昭和25年法律第123号）関係 

○ 精神障害者保健福祉手帳の交付（特定被災区域内に居住地を有する

者に係るものに限る。）（第45条第２項） 

 

（２）障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（平成

17年法律第123号）関係 

○ 介護給付費等の支給決定（特定被災区域内に居住地を有する者に係

るものに限る。）（第19条第１項） 

○ 指定障害福祉サービス事業者又は指定障害者支援施設の指定（特定

被災区域内に事業所又は施設を有する者に係るものに限る。）（第29

条第１項） 

○ 地域相談支援給付費等の支給決定（特定被災区域内に居住地を有す

る者に係るものに限る。）（第51条の５第１項） 

○ 指定一般相談支援事業者の指定（特定被災区域内に事業所を有する

者に係るものに限る。）（第51条の14第１項） 

○ 指定特定相談支援事業者の指定（特定被災区域内に事業所を有する



者に係るものに限る。）（第51条の17第１項第１号） 

○ 自立支援医療費の支給認定（特定被災区域内に居住地を有する者に

係るものに限る。）（第52条第１項） 

○ 指定自立支援医療機関の指定（特定被災区域内に指定自立支援医療

機関を有する者に係るものに限る。）（第54条第２項） 

 

２ 告示により指定された措置のほか、法第３条第１項に規定する行政庁又

は行政機関は、当該災害の被害者であって、理由を記載した書面によりそ

の特定権利利益に係る満了日の延長の申出を行ったものについて、令和９

年１月27日までの期日を指定してその満了日を延長することができる（法

第３条第３項）。 

 

第２ 留意事項  

 

１ 特定被災区域内に居住地を有する者については、現に介護給付費等の支

給決定等が行われており、かつ、当該支給決定等の有効期間が令和８年７

月28日から令和９年１月26日までの間に満了する場合には、当該有効期間

を令和９年１月27日まで延長することとなる。なお、現に障害支援区分の

認定を受けており、「介護給付費等の支給決定について」（平成19年３月

23日付け障発第0323002号）において示している障害支援区分の認定の有効

期間が、令和８年７月28日から令和９年１月26日までの間に満了する場合

においても、当該有効期間を令和９年１月27日まで延長することとする。 

また、特定被災区域内に事業所を有する者、特定被災区域内の施設の開

設者及び特定被災区域内の指定自立支援医療機関の開設者については、現

に指定を受けており、かつ、当該指定の有効期間が令和８年７月28日から

令和９年１月26日までの間に満了する場合には、当該有効期間を令和９年

１月27日まで延長することとなる。 

 

２ 特定権利利益に係る満了日の延長措置は、法に基づく特別措置であり、

当該災害の発生前と同様に、障害保健福祉に関する法令により許可等の更

新を行うことのできるものについては、告示による満了日の延長措置にか

かわらず、障害保健福祉に関する法令に基づき許可等の更新を行うことと

するよう御配慮願いたい。 

 

第３ 法令上の義務が期限内に履行されなかった場合の責任の免除について  

 



１ 法令に基づき令和８年７月 28日から同年 11月 26日までの間に履行期限

が到来する義務が当該災害により履行されなかった場合において、当該義

務が同月 27日までに履行されたときには、当該義務が履行されなかったこ

とについて、行政上及び刑事上の責任（過料に係るものを含む。）は問われ

ない。（法第４条第２項）  

 

２ 厚生労働省・こども家庭庁所管の法令に基づく届出等のうち、法第４条

第２項の規定の適用を受ける届出等の例は、次のとおり。  

 

（１）障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律関係  

○  指定障害福祉サービス事業者が事業所の名称等を変更又は休止した

当該事業を再開する際の届出義務の免責（第 46条第１項） 

○  指定障害福祉サービス事業者が事業を廃止・休止する際の届出義務

の免責（第 46条第２項） 

○  指定障害者支援施設の設置者の住所等を変更する際の届出義務の免

責（第 46条第３項） 

○  指定一般相談支援事業者又は指定特定相談支援事業者が事業所の名

称等を変更又は当該事業を再開する際の届出義務の免責 （第 51 条の

25第１項及び第３項） 

 

３ 厚生労働省所管の法令に基づく届出等のうち、法第４条第２項の規定の

適用を受ける届出等の例は、次のとおり。 

（１）特別児童扶養手当等の支給に関する法律（昭和 39年法律第 134号）関

係  

○  特別児童扶養手当等の死亡の届出の免除（特別児童扶養手当等の支

給に関する法律第 35 条第２項及び第 42 条、特別児童扶養手当等の支

給に関する法律施行規則（昭和 39年厚生省令第 38号）第 12条、障害

児福祉手当及び特別障害者手当の支給に関する省令（昭和 50年厚生省

令第 34号）第 10条） 

○  特別児童扶養手当等の所得状況、現況の届出の免除（特別児童扶養

手当等の支給に関する法律第35条第１項、特別児童扶養手当等の支給

に関する法律施行規則第４条、障害児福祉手当及び特別障害者手当の

支給に関する省令第５条） 

○  特別児童扶養手当等の氏名変更の届出の免除（特別児童扶養手当等

の支給に関する法律第35条第1項、特別児童扶養手当等の支給に関する

法律施行規則第５条、障害児福祉手当及び特別障害者手当の支給に関



する省令第７条） 

○  特別児童扶養手当等の住所変更の届出の免除（特別児童扶養手当等

の支給に関する法律第35条第１項、特別児童扶養手当等の支給に関す

る法律施行規則第６条、障害児福祉手当及び特別障害者手当の支給に

関する省令第８条） 

 

（２）精神保健及び精神障害者福祉に関する法律関係 

○ 医療保護入院の入院届、更新届及び退院届の届出義務の免除（精神

保健及び精神障害者福祉に関する法律第 33条第９項及び第 33条の２） 

○ 定期病状報告（措置入院）の免除（精神保健及び精神障害者福祉に

関する法律第 38条の２第１項、精神保健及び精神障害者福祉に関する

法律施行規則（昭和 25年厚生省令第 31号）第 19条） 

 

（資料） 

別添１：特定非常災害の被害者の権利利益の保全等を図るための特別措置に関

する法律第三条第二項の規定に基づき同条第一項の特定権利利益に係る期間

の延長に関し当該延長後の満了日を令和九年一月二十七日とする措置を指定

する件（令和８年こども家庭庁・厚生労働省告示第８号） 

別添２：特定非常災害の被害者の権利利益の保全等を図るための特別措置に関

する法律第三条第二項の規定に基づき同条第一項の特定権利利益に係る期間

の延長に関し当該延長後の満了日を令和九年一月二十七日とする措置を指定

する件（令和８年厚生労働省告示第324号） 

参考１：特定非常災害の被害者の権利利益の保全等を図るための特別措置に関

する法律（平成８年法律第85号） 

参考２：令和８年熊本地震による災害についての特定非常災害及びこれに対し

適用すべき措置の指定に関する政令（令和８年政令第260号） 
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検
査
機
関
の
登
録

特
定
被
災
区
域
内
に
事
務
所

又
は
食
品
衛
生
法
第
二
十
五

条
第
一
項
に
規
定
す
る
検
査

を
行
う
場
所
を
有
す
る
者

食
品
衛
生
法
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
営
業
の
許
可
（
特
定
被
災

区
域
内
に
在
る
営
業
所
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
営
業
所

を
有
す
る
者

予
防
接
種
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
く
同
法
第
十
六
条
第
二
項
第
一
号
の
医
療
費
及
び
医
療
手
当
、
同
項
第

四
号
の
遺
族
年
金
若
し
く
は
遺
族
一
時
金
又
は
同
項
第
五
号
の
葬
祭
料
の
給
付

の
請
求

特
定
被
災
区
域
内
に
居
住
地

を
有
す
る
者

大
麻
草
の
栽
培
の
規
制
に
関
す
る
法
律（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
四
号
）

第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
第
一
種
大
麻
草
採
取
栽
培
者
の
免
許

特
定
被
災
区
域
内
に
栽
培
地

を
有
す
る
者

旅
館
業
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
八
号
）
第
三
条
の
四
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
く
旅
館
業
の
許
可
を
受
け
た
地
位
の
相
続
に
よ
る
承
継
の
申
請
（
特

定
被
災
区
域
内
に
お
い
て
経
営
さ
れ
る
旅
館
業
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
お
い
て

経
営
さ
れ
る
旅
館
業
を
承
継

す
る
者

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百

二
十
三
号
）
第
四
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
の
交
付

特
定
被
災
区
域
内
に
居
住
地

を
有
す
る
者

令和年月日 月曜日 (号外特第号)官 報

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
二
十
四
号

特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
八
年
法
律
第
八

十
五
号
）
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
の
特
定
権
利
利
益
に
係
る
期
間
の
延
長
に
関
し
当
該
延
長

後
の
満
了
日
を
令
和
九
年
一
月
二
十
七
日
と
す
る
措
置
を
次
の
よ
う
に
指
定
す
る
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎


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生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
の
規
定
に

基
づ
く
指
定
医
療
機
関
の
指
定
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
指
定
医
療
機
関
に

係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
指
定
医

療
機
関
を
有
す
る
者

毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
三
百
三
号
）
第
四
条
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
く
毒
物
又
は
劇
物
の
製
造
業
若
し
く
は
輸
入
業
又
は
販
売
業
の

登
録
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
製
造
所
若
し
く
は
営
業
所
又
は
店
舗
に
係
る

も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
製
造
所

若
し
く
は
営
業
所
又
は
店
舗

を
有
す
る
者

覚
醒
剤
取
締
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
五
十
二
号
）
第
三
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
く
覚
醒
剤
製
造
業
者
又
は
覚
醒
剤
施
用
機
関
若
し
く
は
覚
醒
剤
研

究
者
の
指
定
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
製
造
所
又
は
病
院
若
し
く
は
診
療
所

若
し
く
は
研
究
所
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
製
造
所

又
は
病
院
若
し
く
は
診
療
所

若
し
く
は
研
究
所
を
有
す
る

者

覚
醒
剤
取
締
法
第
三
十
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
く
覚
醒
剤
原
料
輸
入
業
者
若
し

く
は
覚
醒
剤
原
料
輸
出
業
者
若
し
く
は
覚
醒
剤
原
料
製
造
業
者
又
は
覚
醒
剤
原

料
取
扱
者
若
し
く
は
覚
醒
剤
原
料
研
究
者
の
指
定
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る

業
務
所
、
製
造
所
又
は
研
究
所
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
業
務

所
、
製
造
所
又
は
研
究
所
を

有
す
る
者

麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
十
四
号
）
第
三
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
く
麻
薬
輸
入
業
者
、
麻
薬
輸
出
業
者
、
麻
薬
製
造
業
者
、
麻

薬
製
剤
業
者
、
家
庭
麻
薬
製
造
業
者
若
し
く
は
麻
薬
元
卸
売
業
者
又
は
麻
薬
卸

売
業
者
、
麻
薬
小
売
業
者
、
麻
薬
施
用
者
、
麻
薬
管
理
者
若
し
く
は
麻
薬
研
究

者
の
免
許
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
麻
薬
業
務
所
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
麻
薬
業

務
所
を
有
す
る
者

麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
第
五
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
向
精
神
薬
輸

入
業
者
、
向
精
神
薬
輸
出
業
者
、
向
精
神
薬
製
造
製
剤
業
者
若
し
く
は
向
精
神

薬
使
用
業
者
又
は
向
精
神
薬
卸
売
業
者
若
し
く
は
向
精
神
薬
小
売
業
者
の
免
許

（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
向
精
神
薬
営
業
所
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
向
精
神

薬
営
業
所
を
有
す
る
者

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三

号
）
第
五
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
障
害
者
雇
用
調
整
金
の
支
給

特
定
被
災
区
域
内
に
主
た
る

事
業
所
を
有
す
る
者

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
第
七
十
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に

基
づ
く
在
宅
就
業
障
害
者
特
例
調
整
金
の
支
給

特
定
被
災
区
域
内
に
主
た
る

事
業
所
を
有
す
る
者

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
附
則
第
四
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ

く
報
奨
金
の
支
給

特
定
被
災
区
域
内
に
主
た
る

事
業
所
を
有
す
る
者

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
附
則
第
四
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ

く
在
宅
就
業
障
害
者
特
例
報
奨
金
の
支
給

特
定
被
災
区
域
内
に
主
た
る

事
業
所
を
有
す
る
者

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法

律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
。
以
下
「
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
」

と
い
う
。）第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
薬
局
の
開
設
の
許
可
（
特
定
被
災

区
域
内
に
在
る
薬
局
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
薬
局
を

有
す
る
者

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
地
域
連
携
薬
局

の
認
定
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
地
域
連
携
薬
局
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
地
域
連

携
薬
局
を
有
す
る
者

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
六
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
専
門
医
療
機
関

連
携
薬
局
の
認
定
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
専
門
医
療
機
関
連
携
薬
局
に
係

る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
専
門
医

療
機
関
連
携
薬
局
を
有
す
る

者

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
医
薬
品
（
体
外
診

断
用
医
薬
品
を
除
く
。）、医
薬
部
外
品
又
は
化
粧
品
の
製
造
販
売
業
の
許
可（
特

定
被
災
区
域
内
に
在
る
事
務
所
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
事
務
所

を
有
す
る
者

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
医
薬
品
（
体
外
診

断
用
医
薬
品
を
除
く
。）、
医
薬
部
外
品
又
は
化
粧
品
の
製
造
業
の
許
可
（
特
定

被
災
区
域
内
に
在
る
製
造
所
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
製
造
所

を
有
す
る
者

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
十
三
条
の
二
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
医
薬
品

（
体
外
診
断
用
医
薬
品
を
除
く
。）、
医
薬
部
外
品
又
は
化
粧
品
の
製
造
所
に
係

る
登
録
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
製
造
所
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
製
造
所

を
有
す
る
者

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
十
三
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
医
薬
品
等
外

国
製
造
業
者
の
認
定

特
定
被
災
区
域
内
に
そ
の
製

造
す
る
医
薬
品
等
の
製
造
販

売
業
者
の
主
た
る
事
務
所
が

在
る
者

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
医
薬
品

等
外
国
製
造
業
者
の
製
造
所
に
係
る
登
録

特
定
被
災
区
域
内
に
そ
の
製

造
す
る
医
薬
品
等
の
製
造
販

売
業
者
の
主
た
る
事
務
所
が

在
る
者

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
二
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
医
療
機
器

又
は
体
外
診
断
用
医
薬
品
の
製
造
販
売
業
の
許
可
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る

事
務
所
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
事
務
所

を
有
す
る
者

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
二
十
三
条
の
二
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
医
療

機
器
又
は
体
外
診
断
用
医
薬
品
の
製
造
業
の
登
録
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る

製
造
所
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
製
造
所

を
有
す
る
者

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
二
十
三
条
の
二
の
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
医
療

機
器
等
外
国
製
造
業
者
の
登
録

特
定
被
災
区
域
内
に
そ
の
製

造
す
る
医
療
機
器
等
の
製
造

販
売
業
者
の
主
た
る
事
務
所

が
在
る
者

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
二
十
三
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
高
度

管
理
医
療
機
器
等
に
係
る
登
録
認
証
機
関
の
登
録
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る

事
業
所
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
お
い
て

登
録
認
証
機
関
の
登
録
の
申

請
を
す
る
者

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
二
十
三
条
の
二
十
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
再
生
医

療
等
製
品
の
製
造
販
売
業
の
許
可
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
事
務
所
に
係
る

も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
事
務
所

を
有
す
る
者

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
二
十
三
条
の
二
十
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
再
生

医
療
等
製
品
の
製
造
業
の
許
可
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
製
造
所
に
係
る
も

の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
製
造
所

を
有
す
る
者

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
二
十
三
条
の
二
十
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
再
生

医
療
等
製
品
外
国
製
造
業
者
の
認
定

特
定
被
災
区
域
内
に
そ
の
製

造
す
る
再
生
医
療
等
製
品
の

製
造
販
売
業
者
の
主
た
る
事

務
所
が
在
る
者

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
医
薬
品
の
販
売

業
（
配
置
販
売
業
を
除
く
。）の
許
可
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
店
舗
に
係
る

も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
店
舗
を

有
す
る
者

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
医
薬
品
の
販
売

業
（
配
置
販
売
業
に
限
る
。）の
許
可
（
特
定
被
災
区
域
内
に
お
い
て
行
わ
れ
る

業
務
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
お
い
て

業
務
を
行
う
者

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
高
度
管
理
医
療

機
器
等
の
販
売
業
又
は
貸
与
業
の
許
可
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
営
業
所
に

係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
営
業
所

を
有
す
る
者

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
四
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
医
療
機
器
の

修
理
業
の
許
可
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
事
業
所
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
事
業
所

を
有
す
る
者

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
四
十
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
再
生
医
療
等

製
品
の
販
売
業
の
許
可
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
営
業
所
に
係
る
も
の
に
限

る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
営
業
所

を
有
す
る
者

令和年月日 月曜日 (号外特第号)官 報



職
業
能
力
開
発
促
進
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
三
十
条
の
十

九
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
登
録

特
定
被
災
区
域
内
に
居
住
地

を
有
す
る
者

建
築
物
に
お
け
る
衛
生
的
環
境
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律

第
二
十
号
）
第
十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
建
築
物
に
お
け
る
衛
生

的
環
境
の
確
保
に
関
す
る
事
業
の
登
録
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
営
業
所
に

係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
営
業
所

を
有
す
る
者

労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く

労
働
者
派
遣
事
業
の
許
可

特
定
被
災
区
域
内
に
主
た
る

事
務
所
を
有
す
る
者
（
令
和

八
年
十
月
二
十
七
日
ま
で
に

当
該
許
可
の
有
効
期
間
が
満

了
す
る
者
を
除
く
。）

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
の

規
定
に
基
づ
く
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在

る
事
業
所
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
事
業
所

を
有
す
る
者

介
護
保
険
法
第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
本
文
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
事
業
所
に
係
る
も
の

に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
事
業
所

を
有
す
る
者

介
護
保
険
法
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業

者
の
指
定
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
事
業
所
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
事
業
所

を
有
す
る
者

介
護
保
険
法
第
四
十
八
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
介
護
老
人
福

祉
施
設
の
指
定
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
施
設
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
施
設
を

有
す
る
者

介
護
保
険
法
第
五
十
三
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
の
指
定
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
事
業
所
に
係
る
も
の
に
限

る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
事
業
所

を
有
す
る
者

介
護
保
険
法
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
本
文
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
地
域
密
着

型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
事
業
所
に

係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
事
業
所

を
有
す
る
者

介
護
保
険
法
第
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業

者
の
指
定
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
事
業
所
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
事
業
所

を
有
す
る
者

介
護
保
険
法
第
六
十
九
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
介
護
支
援
専
門
員
証

の
交
付

特
定
被
災
区
域
内
に
居
住
地

を
有
す
る
者
又
は
特
定
被
災

区
域
を
包
括
す
る
都
道
府
県

の
知
事
か
ら
介
護
支
援
専
門

員
の
登
録
を
受
け
て
い
る
者

介
護
保
険
法
第
九
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
介
護
老
人
保
健
施
設
の
開

設
の
許
可
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
施
設
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
施
設
を

有
す
る
者

介
護
保
険
法
第
百
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
介
護
医
療
院
の
開
設
の
許
可

（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
施
設
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
施
設
を

有
す
る
者

介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
第
一
号
事

業
に
係
る
指
定
事
業
者
の
指
定
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
事
業
所
に
係
る
も

の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
事
業
所

を
有
す
る
者

独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
九
十

二
号
）
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
同
項
第
一
号
の
医
療
費
及
び
医
療

手
当
、
同
項
第
四
号
の
遺
族
年
金
若
し
く
は
遺
族
一
時
金
若
し
く
は
同
項
第
五

号
の
葬
祭
料
の
給
付
又
は
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
同
項
第
一

号
の
医
療
費
及
び
医
療
手
当
、
同
項
第
四
号
の
遺
族
年
金
若
し
く
は
遺
族
一
時

金
若
し
く
は
同
項
第
五
号
の
葬
祭
料
の
給
付
の
請
求

特
定
被
災
区
域
内
に
居
住
地

を
有
す
る
者

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平

成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
。
次
項
に
お
い
て
「
障
害
者
総
合
支
援
法
」
と

い
う
。）第
五
十
一
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
地
域
相
談
支
援
給
付
費
等

の
給
付
決
定

特
定
被
災
区
域
内
に
居
住
地

を
有
す
る
者

障
害
者
総
合
支
援
法
第
五
十
一
条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
一
般

相
談
支
援
事
業
者
の
指
定
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
事
業
所
に
係
る
も
の
に

限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
事
業
所

を
有
す
る
者

特
定
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
及
び
特
定
血
液
凝
固
第
Ⅸ
因
子
製
剤
に
よ
る
Ｃ
型

肝
炎
感
染
被
害
者
を
救
済
す
る
た
め
の
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
特
別
措
置
法

（
平
成
二
十
年
法
律
第
二
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
追
加
給
付
金

の
支
給
の
請
求

特
定
被
災
区
域
内
に
居
住
地

を
有
す
る
者

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
特
別
措

置
法
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
九
十
八
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く

同
法
第
四
条
第
一
号
の
医
療
費
及
び
医
療
手
当
、
同
条
第
四
号
の
遺
族
年
金
若

し
く
は
遺
族
一
時
金
又
は
同
条
第
五
号
の
葬
祭
料
の
給
付
の
請
求

特
定
被
災
区
域
内
に
居
住
地

を
有
す
る
者

特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付
金
等
の
支
給
に
関
す
る
特
別
措
置
法

（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
六
号
）
第
八
条
第
一
項
、第
十
二
条
第
一
項
、

第
十
三
条
第
一
項
、
第
十
四
条
第
一
項
又
は
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

く
追
加
給
付
金
、
定
期
検
査
費
、
母
子
感
染
防
止
医
療
費
、
世
帯
内
感
染
防
止

医
療
費
又
は
定
期
検
査
手
当
の
支
給
の
請
求

特
定
被
災
区
域
内
に
居
住
地

を
有
す
る
者

難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
五
十

号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
医
療
機
関
の
指
定
（
特
定
被
災
区

域
に
在
る
指
定
医
療
機
関
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
指
定
医

療
機
関
を
有
す
る
者

難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

く
特
定
医
療
費
の
支
給
認
定

特
定
被
災
区
域
内
に
居
住
地

を
有
す
る
者

食
品
衛
生
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
四
十
六
号
）

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
食
品
衛
生
法
第
五
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
く
営
業
の
許
可
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
営
業
所
に
係
る
も
の
で
あ
っ

て
食
品
衛
生
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令

の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
令
和
元
年
政
令
第
百
二
十
三
号
）
附

則
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
営
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

こ
と
と
さ
れ
た
者
に
対
す
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
営
業
所

を
有
す
る
者

麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
施
行
規
則（
昭
和
二
十
八
年
厚
生
省
令
第
十
四
号
）

第
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
麻
薬
小
売
業
者
間
で
の
麻
薬
の
譲
渡
し

の
許
可

特
定
被
災
区
域
内
に
麻
薬
業

務
所
を
有
す
る
者

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦

人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
六
年

厚
生
省
令
第
六
十
三
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
自
立
支
度
金
の

支
給
の
申
請

特
定
被
災
区
域
内
に
居
住
地

を
有
す
る
者

介
護
保
険
法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）
第
百
四
十
条

の
六
十
六
第
一
号
イ

の
規
定
に
基
づ
く
主
任
介
護
支
援
専
門
員
更
新
研
修
の

修
了

特
定
被
災
区
域
内
に
居
住
地

を
有
す
る
者
又
は
特
定
被
災

区
域
を
包
括
す
る
都
道
府
県

の
知
事
か
ら
介
護
支
援
専
門

員
の
登
録
を
受
け
て
い
る
者

で
あ
っ
て
、
当
該
都
道
府
県

の
知
事
が
実
施
す
る
介
護
保

険
法
施
行
規
則
第
百
四
十
条

の
六
十
八
第
一
項
第
一
号
に

規
定
す
る
主
任
介
護
支
援
専

門
員
研
修
を
修
了
し
た
者

令和年月日 月曜日 (号外特第号)官 報 



○
特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の
権
利
利
益
の
保
全

等
を
図
る
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律

平
成
八
年
六
月
十
四
日

法
律
第
八
十
五
号

第
百
三
十
六
回
通
常
国
会

第
一
次
橋
本
内
閣

改
正

平
成 

九
年 

五
月 

九
日
法
律
第

五
〇
号

同

一
一
年
一
二
月
二
二
日
同 

第
一
六
〇
号

同

一
四
年 

七
月
一
二
日
同 

第

八
五
号

同

一
六
年 

六
月 

二
日
同 

第

六
七
号

同

一
六
年 
六
月 

二
日
同 

第

七
六
号

同

一
六
年 

六
月
一
八
日
同 

第
一
一
一
号

同

一
六
年 

六
月
一
八
日
同 

第
一
一
二
号

同

一
八
年 

六
月 

二
日
同 

第

五
〇
号

同

一
八
年 

六
月
二
一
日
同 
第

九
二
号

同

二
〇
年 

五
月
二
三
日
同 

第

四
〇
号

同

二
三
年 

六
月
二
四
日
同 

第

七
四
号

同

二
五
年 

六
月
二
一
日
同 

第

五
四
号

同

三
〇
年 

六
月
二
七
日
同 

第

六
七
号

令
和

三
年 

五
月
一
九
日
同 

第

三
六
号

同

四
年 

五
月
二
〇
日
同 

第

四
四
号

特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別
措
置

に
関
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布

特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別

措
置
に
関
す
る
法
律 

趣
旨

第
一
条

こ
の
法
律

特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を

図

特
定
非
常
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
行
政
上
の
権
利
利

益
に
係
る
満
了
日
の

義
務
に
係
る

の
破
産
手
続
開
始
の
決
定
の

の
承
認
又
は
放
棄
を
す
べ
き
期
間

の

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
二
号

に
よ
る

調
停
の
申
立
て
の
手
数
料
の
特
例
及
び
景
観
法

平
成
十
六
年
法
律
第
百
十

号

に
よ
る
応
急
仮
設
住
宅
の
存
続
期
間
の
特
例
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と

平
一
六
法
七
六
・
平
一
六
法
一
一
一
・
平
二
五
法
五
四
・
平
三
〇

法
六
七
・
令
四
法
四
四
・
一
部
改
正

特
定
非
常
災
害
及
び
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定

第
二
条

著
し
く
異
常
か
つ
激
甚
な
非
常
災
害

当
該
非
常
災
害
の

被
害
者
の
行
政
上
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図

又
は
当
該
非
常
災
害
に

よ
り
債
務
超
過

法
人
の

に
よ
り
相
続
の
承

認
若
し
く
は
放
棄
を
す
べ
き
か
否
か
の
判
断
を
的
確
に
行
う
こ
と
が
困
難
と

者
の

に
起
因
す
る
民
事
に
関
す
る
紛
争
の
迅

速
か
つ
円
滑
な
解
決
若
し
く
は
当
該
非
常
災
害
に
係
る
応
急
仮
設
住
宅
の
入

居
者
の
居
住
の
安
定
に
資
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
特
に
必
要
と

認
め
ら
れ
る
も
の
が
発
生
し
た
場
合

当
該
非
常
災
害
を
特
定
非
常
災

害
と
し
て
政
令
で
指
定

場
合

当
該
政

テキストボックス
参考１




令

当
該
特
定
非
常
災
害
が
発
生
し
た
日
を
特
定
非
常
災
害
発
生
日
と

し
て
定

 

２ 

前
項
の
政
令

次
条
以
下
に
定
め
る
措
置
の
う
ち
当
該
特
定

非
常
災
害
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
を
指
定

当
該

指
定
の

た
に
そ
の
余
の
措
置
を
適
用
す
る
必
要
が
生

当
該
措
置
を
政
令
で
追
加
し
て
指
定

 

平
二
五
法
五
四
・
一
部
改
正

 

行
政
上
の
権
利
利
益
に
係
る
満
了
日
の
延
長
に
関
す
る
措
置

 

第
三
条 

次
に
掲
げ
る
権
利
利
益

に

係
る

は
内
閣
府
設
置
法

平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号

第
七
条
第
三
項
若
し
く
は
第
五
十
八
条
第
四
項

宮
内
庁
法

昭
和
二
十
二

年
法
律
第
七
十
号

第
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

デ
ジ
タ
ル
庁
設
置
法

令
和
三
年
法
律
第
三
十
六
号

第
七
条
第
三
項
若
し

く
は
国
家
行
政
組
織
法

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号

第
十
二
条
第

一
項
若
し
く
は
第
十
三
条
第
一
項
の
命
令
若
し
く
は
内
閣
府
設
置
法
第
七
条

第
五
項
若
し
く
は
第
五
十
八
条
第
六
項
若
し
く
は
宮
内
庁
法
第
八
条
第
五

デ
ジ
タ
ル
庁
設
置
法
第
七
条
第
五
項
若
し
く
は
国
家
行
政
組
織
法
第
十
四
条

第
一
項
の
告
示

の
施
行
に
関
す
る
事
務
を
所

管
す
る
国
の
行
政
機
関

び
に
内
閣
府
設
置
法
第
四
十

九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る

デ
ジ
タ
ル
庁
並
び
に
国
家
行

政
組
織
法
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
機
関

以
下
同

の
長

当
該
国
の
行
政
機
関
が
内
閣
府
設
置
法
第
四
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第

二
項
又
は
国
家
行
政
組
織
法
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
委
員
会
で
あ
る
場

合

当
該
委
員
会

特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の
特
定
権

利
利
益

存
続
期
間
が
満
了
前
で
あ
る
も
の
を
保
全

又
は

当
該
特
定
権
利
利
益

存
続
期
間
が
既
に
満
了
し
た
も
の
を
回

復
さ
せ
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認

特
定
非
常
災
害
発
生
日
か

ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

以
下

を
限
度

特
定
権
利
利
益
に

係
る
満
了
日
を
延
長
す
る
措
置

 

一 

法
令
に
基
づ
く
行
政
庁
の
処
分

特
定
非
常
災
害
発
生
日
以
前
に
行

た
も
の
に
限

に
よ
り
付
与
さ
れ
た
権
利
そ
の
他
の
利
益

そ
の
存
続
期
間
が
特
定
非
常
災
害
発
生
日
以
後
に
満
了
す
る
も
の 

二 

法
令
に
基
づ
き
何
ら
か
の
利
益
を
付
与
す
る
処
分
そ
の
他
の
行
為
を
当

該
行
為
に
係
る
権
限
を
有
す
る
行
政
機
関

国
の
行
政
機
関
及
び
こ
れ
ら

に
置
か
れ
る
機
関
並
び
に
地
方
公
共
団
体
の
機
関
に
限

に
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
権
利

存
続
期
間
が
特
定
非
常
災
害
発
生

日
以
後
に
満
了
す
る
も
の 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
延
長
の
措
置

告
示

当
該
措
置
の
対
象

と
な
る
特
定
権
利
利
益
の
根
拠
と
な
る
法
令
の
条
項

地
域
を
単
位

当
該
措
置
の
対
象
者
及
び
当
該
措
置
に
よ
る
延
長
後
の
満
了
日
を

指
定
し
て
行

 
３ 
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
延
長
の
措
置

同
項
第
一
号
の
行
政
庁
又

は
同
項
第
二
号
の
行
政
機
関

次
項

と
い

特
定
非
常
災
害
の
被
害
者

特
定
権
利
利
益
に
つ
い
て

保
全
又
は
回
復
を
必
要
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書
面
に
よ
り
満
了
日
の
延



長
の
申
出
を
行

延
長
期
日
ま
で
の
期
日
を
指
定
し
て

そ
の
満
了
日
を
延
長

 

４ 

延
長
期
日
が
定
め
ら
れ
た

は
前
項
の
規
定
に
よ
る
満
了
日

の
延
長
の
措
置
を
延
長
期
日
の
翌
日
以
後
に
お
い
て
も
特
に
継
続
し
て
実
施

す
る
必
要
が
あ
る
と
認

第
一
項
の
国
の
行
政
機
関
の
長

又
は
行
政
庁
等

同
項
又
は
前
項
の
例
に
準

特
定
権
利
利
益
の
根
拠

と
な
る
法
令
の
条
項
ご
と
に
新
た
に
政
令
で
定
め
る
日
を
限
度

当

該
特
定
権
利
利
益
に
係
る
満
了
日
を
更
に
延
長
す
る
措
置
を
と
る
こ
と
が
で

 

５ 

前
各
項
の
規
定

災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ

る
場
合
に
お
け
る
特
定
権
利
利
益
に
係
る
期
間
に
関
す
る
措
置
に
つ
い
て
他

の
法
令
に
別
段
の
定

定
 

平
一
一
法
一
六
〇
・
令
三
法
三
六
・
一
部
改
正

 

期
限
内
に
履
行

義
務
に
係
る
免
責
に
関
す
る
措
置

 

第
四
条 

特
定
非
常
災
害
発
生
日
以
後
に
法
令
に
規
定
さ
れ
て
い
る
履
行
期
限

が
到
来
す
る
義
務

特
定
非

常
災
害
に
よ
り
当
該
履
行
期
限
が
到
来
す
る
ま
で
に
履
行

不
履
行
に
係
る
行
政
上
及
び
刑
事
上
の
責
任

過
料
に

係
る
も
の
を
含

以
下
単

が
問
わ
れ
る
こ
と
を

猶
予
す
る
必
要

政
令

特
定
非
常
災
害
発
生
日
か
ら
起

算
し
て
四
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
特
定
義
務
の
不
履
行
に
つ
い
て

の
免
責
に
係
る
期
限

を
定
め
る
こ
と
が

 

２ 

免
責
期
限
が
定
め
ら
れ
た
場
合

免
責
期
限
が
到
来
す
る
日
の

前
日
ま
で
に
履
行
期
限
が
到
来
す
る
特
定
義
務
が
免
責
期
限
が
到
来
す
る
日

ま
で
に
履
行

当
該
特
定
義
務
が
特
定
非
常
災
害
に
よ
り
履

行

責
任
は
問

 

３ 

免
責
期
限
が
定
め
ら
れ
た

に
定
め
る
免
責
の
措
置
を
免
責
期

限
が
到
来
す
る
日
の
翌
日
以
後
に
お
い
て
も
特
に
継
続
し
て
実
施
す
る
必
要

が
あ
る
と
認

政
令

特
定
義
務
の
根
拠
と
な
る
法
令

の
条
項

新

当
該
特
定
義
務
の
不
履
行
に
つ
い
て
の
免
責
に

係
る
期
限
を
定

前
項
の
規
定

場
合
に
つ
い

て
準
用

 

４ 

前
三
項
の
規
定

特
定
義
務
が
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な

い
事
由
に
よ
り
そ
の
履
行
期
限
が
到
来
す
る
ま
で
に
履
行

場

合
に
つ
い
て
他
の
法
令
に
別
段
の
定

定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
る

 

債
務
超
過
を
理
由
と
す
る
法
人
の
破
産
手
続
開
始
の
決
定
の
特
例
に
関
す

る
措
置

 

第
五
条 

特
定
非
常
災
害
に
よ
り
そ
の
財
産

債
務
を
完
済
す
る
こ
と

法
人
に
対

第
二
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
政

令
で
こ
の
条
に
定
め
る
措
置
を
指
定
す
る
も
の
の
施
行
の
日
以
後
特
定
非
常

災
害
発
生
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定

め
る
日
ま
で
の

の
決
定

法
人

清
算
中
で
あ
る

を
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
又
は
破
産
手
続
開
始
の
申
立
て
を
し
た
場
合

限

 



２ 

裁
判
所

法
人
に
対
し
て
破
産
手
続
開
始
の
申
立

場
合
に

前
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
法
人
に
対
し
て
破
産
手
続
開
始
の
決
定

当
該
決
定
を
留
保
す
る
決
定
を
し
な
け

 

３ 

裁
判
所

前
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
係
る
法
人
が
支
払
を
す
る
こ
と

他
同
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
を
す
べ
き
第

一
項
に
規
定
す
る
事
情
に
つ
い
て
変
更

申
立
て
に
よ
り

又
は
職
権

決
定
を
取
り
消

 

４ 

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
対

不
服
を
申
し
立
て
る
こ
と
が

 

５ 

第
一
項
本
文
の
法
人
の
理
事
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
者

特
定
非
常
災
害

発
生
日
か
ら
同
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
日
ま
で
の

の
法
律
の

規
定

法
人
に
つ
い
て
破
産
手
続
開
始
の
申
立
て
を
す

る
こ
と
を
要

 

平
一
六
法
七
六
・
平
一
八
法
五
〇
・
一
部
改
正

 

相
続
の
承
認
又
は
放
棄
を
す
べ
き
期
間
の
特
例
に
関
す
る
措
置

 

第
六
条 

相
続
人

次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合

当
該
各
号
に
定

め
る
者

特
定
非
常
災
害
発
生
日

特
定
非
常
災
害
に
よ
り

多
数
の
住
民
が
避
難

又
は
住
所
を
移
転
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

地
区
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
住
所
を
有
し
て
い
た
場
合

民
法

明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号

第
九
百
十
五
条
第
一
項
の
期
間

こ
の
期
間
が
同
項
た
だ
し
書
の
規
定

伸
長
さ
れ
た
場
合

伸
長
さ
れ
た

こ
の
条
に
お
い
て
同

の
末
日

が
特
定
非
常
災
害
発
生
日
以
後
当
該
特
定
非
常
災
害
発
生
日
か
ら
起
算
し
て

一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
の
前
日
ま
で
に
到
来

同
項
の
期
間

当
該
政
令
で
定
め
る
日
ま
で
伸
長

 

一 

相
続
人
が
相
続
の
承
認
又
は
放
棄
を
し
な
い
で
死
亡
し
た
場
合 

そ
の

者
の
相
続
人 

二 

相
続
人

前
号
の
場
合

同
号
に
定
め
る
者

が
未
成
年

者
又
は
成
年
被
後
見
人
で
あ
る
場
合 

そ
の
法
定
代
理
人 

平
二
五
法
五
四
・
追
加

 

民
事
調
停
法
に
よ
る
調
停
の
申
立
て
の
手
数
料
の
特
例
に
関
す
る
措
置

 

第
七
条 

特
定
非
常
災
害
に
よ
り
借
地
借
家
関
係
そ
の
他
の
民
事
上
の
法
律
関

係
に
著
し
い
混
乱
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
区
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も

の
に
特
定
非
常
災
害
発
生
日
に
お
い
て

は
事
務
所

を
有
し
て
い
た
者

当
該
特
定
非
常
災
害
に
起
因
す
る
民
事
に
関
す
る
紛

争

特
定
非
常
災
害
発
生
日
以
後
当
該
特
定
非
常
災
害
発
生
日
か
ら

起
算
し
て
三
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
ま
で
の
間

民
事
調
停
法
に
よ
る
調
停
の
申
立
て
を
す
る
場
合

民
事
訴
訟
費

用
等
に
関
す
る
法
律

昭
和
四
十
六
年
法
律
第
四
十
号

第
三
条
第
一
項
の

規
定

申
立
て
の
手
数
料
を
納
め
る
こ
と
を
要

 

平
二
五
法
五
四
・
旧
第
六
条
繰
下

 

景
観
法
に
よ
る
応
急
仮
設
住
宅
の
存
続
期
間
の
特
例
に
関
す
る
措
置

 

第
八
条 
市
町
村
長

景
観
法
第
七
十
七
条
第
一
項
の
非
常
災
害
又
は
同
条

第
二
項
の
災
害
が
特
定
非
常
災
害
で
あ
る
場
合

被
災
者
の
住
宅

の
需
要
に
応
ず
る
に
足
り
る
適
当
な
住
宅
が
不
足
す
る
た
め
同
条
第
四
項
に



規
定
す
る
期
間
を
超
え
て
当
該
被
災
者
の
居
住
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
応
急

仮
設
建
築
物
で
あ
る
住
宅
を
存
続
さ
せ
る
必
要

存

続
さ
せ
て
も
良
好
な
景
観
の
形
成
に
著
し
い
支
障
が
な
い
と
認
め
る
と

同
項
の
規
定

更
に
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
同

項
の
許
可
の
期
間
を
延
長

当
該
延
長
に
係
る
期
間
が

満
了
し
た
場
合

更
に
延
長

同

様

 

 



令和年月日 金曜日 (号外特第号)官 報

令
和
八
年
熊
本
地
震
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の
特
定
非
常
災
害
及
び
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す

る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
八
年
八
月
七
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

政
令
第
二
百
六
十
号

令
和
八
年
熊
本
地
震
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の
特
定
非
常
災
害
及
び
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に

関
す
る
政
令

内
閣
は
、
特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
八
年

法
律
第
八
十
五
号
）
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
前
段
、
第
三
条
第
一
項
、
第
四
条
第
一
項
、
第
五
条
第
一
項
、
第
六

条
並
び
に
第
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
特
定
非
常
災
害
の
指
定
）

第
一
条

特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」

と
い
う
。）第
二
条
第
一
項
の
特
定
非
常
災
害
と
し
て
令
和
八
年
熊
本
地
震
に
よ
る
災
害
を
指
定
し
、
同
年
七
月
二
十

八
日
を
同
項
の
特
定
非
常
災
害
発
生
日
と
し
て
定
め
る
。


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令和年月日 金曜日 (号外特第号)官 報

（
特
定
非
常
災
害
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
）

第
二
条

前
条
の
特
定
非
常
災
害
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
と
し
て
、
法
第
三
条
か
ら
第
七
条
ま
で
に
規
定
す
る
措
置

を
指
定
す
る
。

（
行
政
上
の
権
利
利
益
に
係
る
満
了
日
の
延
長
期
日
）

第
三
条

第
一
条
の
特
定
非
常
災
害
に
つ
い
て
の
法
第
三
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
日
は
、
令
和
九
年
一
月
二
十
七

日
と
す
る
。

（
特
定
義
務
の
不
履
行
に
つ
い
て
の
免
責
に
係
る
期
限
）

第
四
条

第
一
条
の
特
定
非
常
災
害
に
つ
い
て
の
法
第
四
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
特
定
義
務
の
不
履
行
に
つ
い
て

の
免
責
に
係
る
期
限
は
、
令
和
八
年
十
一
月
二
十
七
日
と
す
る
。

（
法
人
の
破
産
手
続
開
始
の
決
定
の
特
例
に
関
す
る
措
置
に
係
る
期
日
）

第
五
条

第
一
条
の
特
定
非
常
災
害
に
つ
い
て
の
法
第
五
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
日
は
、
令
和
十
年
七
月
二
十
七

日
と
す
る
。

（
相
続
の
承
認
又
は
放
棄
を
す
べ
き
期
間
の
特
例
に
関
す
る
措
置
に
係
る
地
区
及
び
期
日
）

第
六
条

第
一
条
の
特
定
非
常
災
害
に
つ
い
て
の
法
第
六
条
の
政
令
で
定
め
る
地
区
は
、
令
和
八
年
熊
本
地
震
に
際
し

災
害
救
助
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
十
八
号
）
が
適
用
さ
れ
た
同
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
災
害
発
生
市

町
村
の
区
域
と
す
る
。

２

第
一
条
の
特
定
非
常
災
害
に
つ
い
て
の
法
第
六
条
の
政
令
で
定
め
る
日
は
、
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
と
す
る
。

（
調
停
の
申
立
て
の
手
数
料
の
特
例
に
関
す
る
措
置
に
係
る
地
区
及
び
期
日
）

第
七
条

第
一
条
の
特
定
非
常
災
害
に
つ
い
て
の
法
第
七
条
の
政
令
で
定
め
る
地
区
は
、
令
和
八
年
熊
本
地
震
に
際
し

災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
同
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
災
害
発
生
市
町
村
の
区
域
と
す
る
。

２

第
一
条
の
特
定
非
常
災
害
に
つ
い
て
の
法
第
七
条
の
政
令
で
定
め
る
日
は
、
令
和
十
一
年
六
月
三
十
日
と
す
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

総
務
大
臣

林

芳
正

法
務
大
臣

平
口

洋




